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す
る
た
め
に
、国
際
金
属
労
連
（
I
M
F
）

と
の
連
携
を
図
っ
て
い
く
、
日
本
の
受
け

皿
が
必
要
で
あ
っ
た
こ
と
。
ま
た
、
今
後

は
国
際
的
な
公
正
貿
易
な
く
し
て
は
、
日

本
の
金
属
産
業
が
生
き
延
び
る
道
は
な

く
、
国
際
金
属
労
連
と
い
う
国
際
組
織

と
の
連
帯
活
動
を
基
軸
と
し
て
、
欧
米
並

み
の
賃
金
・
労
働
条
件
を
達
成
し
よ
う

と
い
う
想
い
も
あ
っ
た
。

　

日
本
の
金
属
労
働
戦
線
が
分
裂
し
た

ま
ま
で
は
、
国
際
舞
台
で
基
幹
産
業
で
あ

り
戦
略
産
業
で
あ
る
日
本
の
金
属
関
係

の
労
働
者
の
発
言
力
は
弱
い
。
こ
れ
を
強

く
す
る
た
め
に
は
、
一
つ
に
ま
と
ま
っ
た

方
が
有
利
で
あ
る
と
の
考
え
か
ら
、
協
議

会
と
し
て
の
一
本
加
盟
、
つ
ま
り
J
C

方
式
と
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

そ
し
て
、
1
9
6
4
年
5
月
16
日
、
五 

月
晴
れ
の
も
と
、
東
京
青
山
の
日
本
青

年
館
で
I
M
F

－

J
C
結
成
大
会
が
行

わ
れ
た
。
結
成
大
会
時
の
加
盟
組
合
員

数
は
、
正
式
加
盟
4
単
産
2
組
合
46
万 

　

現
在
の
金
属
労
協
を
取
り
巻
く
環
境

は
、
A
I
や
I
o
T
に
代
表
さ
れ
る
第

4
次
産
業
革
命
の
渦
中
に
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
産
業
に
留
ま
る
こ
と
な
く
、産
業
・

企
業
の
枠
組
み
を
越
え
て
グ
ロ
ー
バ
ル
社

会
全
体
に
多
く
の
変
化
を
も
た
ら
す
こ

と
に
な
る
が
、
そ
の
中
に
あ
っ
て
、
我
々

金
属
産
業
・
モ
ノ
づ
く
り
産
業
が
、
今
後

も
日
本
の
基
幹
産
業
と
し
て
生
き
残
っ

て
い
け
る
の
か
、
正
に
正
念
場
を
迎
え
て

い
る
。

　

百
年
に
一
度
と
も
言
わ
れ
る
大
変
革

時
代
の
中
で
、
金
属
労
協
誕
生
の
意
義

も
振
り
返
り
な
が
ら
、
今
後
の
金
属
労

協
と
し
て
の
運
動
の
あ
り
方
に
つ
い
て

考
え
て
み
た
い
。

金
属
労
協
誕
生
の
意
義

　

金
属
労
協
（
I
M
F

－

J
C
）
が
結
成

さ
れ
る
に
至
っ
た
理
由
と
し
て
、
当
時
の

日
本
に
お
け
る
本
格
的
な
開
放
経
済
体

制
を
迎
え
、
そ
の
移
行
に
適
切
に
対
応

9
7
0
0
人
、
オ
ブ
加
盟
8
組
合
17
万 

4
0
0
0
人
の
合
計
64
万
3
7
0
0
人
。

　

正
式
加
盟
組
合
は
、
電
機
労
連
（
中

立
労
連
）、
造
船
総
連
（
総
同
盟
）、
全
国

自
動
車（
純
中
立
）、
全
機
金（
新
産
別
）、

八
幡
製
鉄
労
組
・
中
山
製
鋼
労
組
（
鉄
鋼

労
連
）。

　

オ
ブ
加
盟
組
合
は
、
自
動
車
労
連
（
全

労
）、
新
三
菱
重
工
労
組
（
総
同
盟
）、
三

菱
東
京
自
動
車
労
組
（
純
中
立
）、
全
日

本
精
工
連
合（
新
産
別
）、
日
本
鋼
管
労

連
・
住
友
金
属
労
連
・
神
戸
製
鋼
労
組
・

大
同
製
鋼
労
組（
鉄
鋼
労
連
）。

　

ま
さ
に
上
部
団
体
・
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ

ン
ド
の
違
う
多
く
の
組
合
が
、
心
を
一
つ

に
し
て
、
活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
の
で

あ
っ
た
。

　
　
　
　
　

国
際
連
帯
活
動

　

I
M
F

－

J
C
草
創
期
の
各
労
組
に

お
け
る
国
際
活
動
で
は
、
総
評
系
・
中
立

労
連
系
の
労
組
は
、
ソ
連
・
東
欧
や
中
国

な
ど
、
社
会
主
義
国
労
組
と
の
交
流
に
傾

斜
し
て
お
り
、
一
方
、
同
盟
系
・
純
中
立

系
の
労
組
は
、
欧
米
な
ど
西
側
労
組
と
の

交
流
が
中
心
で
、世
界
労
連
（
W
F
T
U
）

と
国
際
自
由
労
連
（
I
C
F
T
U
）と
い

う
二
大
勢
力
に
よ
る
日
本
の
労
組
の
取

り
込
み
攻
勢
に
も
巻
き
込
ま
れ
て
い
た

も
の
の
、
J
C
結
成
後
に
は
、
統
一
的
な

国
際
連
帯
活
動
へ
と
移
行
し
て
現
在
に

至
っ
て
い
る
。

選
択
と
集
中

　

金
属
労
協
が
結
成
さ
れ
て
54
年
が
経

過
し
、
現
在
で
は
、
加
盟
組
織
の
再
編
等

も
あ
り
、5
産
別
・
1
9
9
万
人
。
ま
た
、

上
部
団
体
で
あ
る
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー

ル
・
グ
ロ
ー
バ
ル
ユ
ニ
オ
ン
は
、
新
た
な

組
織
に
移
行
し
6
年
が
経
過
、
2
期
目

の
運
動
を
展
開
し
て
い
る
。
世
界
的
に
も

保
護
貿
易
主
義
の
台
頭
な
ど
大
き
な
環

境
変
化
が
あ
る
中
で
、
金
属
労
協
と
し
て

の
、
国
際
的
ま
た
国
内
的
な
役
割
を
見

主 

張

金
属
労
協
議
長
／
全
日
本
自
動
車
産
業
労
働
組
合
総
連
合
会
会
長
　
髙
倉
　
明

「
愛
と
信
頼
・
そ
し
て
勇
気
」
を
も
っ
て



3   JCM  2018  Autumn

つ
め
直
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
の
認

識
の
も
と
、
活
動
を
継
続
す
べ
き
も
の
、

強
化
し
て
い
く
も
の
と
、
連
合
な
ど
に
移

管
な
い
し
は
縮
小
さ
せ
て
い
く
項
目
に

再
整
理
し
、
選
択
と
集
中
に
よ
る
運
動

の
推
進
を
図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　

国
内
金
属
労
働
運
動
の
維
持
・
強
化

と
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
の
中
核
組
織

と
し
て
国
際
労
働
運
動
の
発
展
に
向
け

て
取
り
組
む
た
め
、
す
で
に
組
織
財
政

検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、
本

年
の
大
会
で
中
間
報
告
を
行
い
、
2

 
0
 
2
 

0
年
大
会
に
向
け
て
論
議
を
加
速
さ
せ

て
い
く
が
、
論
議
の
方
向
性
は
、
金
属
労

協
に
集
う
5
産
別
の
活
動
に
資
す
る
活

動
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
金
属
労
協
が
主

体
的
に
活
動
す
る
方
が
、
よ
り
効
率
的

で
効
果
的
で
あ
る
と
い
う
視
点
を
踏
ま

え
た
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　

今
後
強
化
し
て
い
く
活
動
の
一
つ
と
し

て
、
多
く
の
日
系
金
属
産
業
・
企
業
が

進
出
し
て
い
る
ア
ジ
ア
に
焦
点
を
当
て
、

連
帯
強
化
の
観
点
か
ら
も
、
ア
ジ
ア
の
金

属
労
働
運
動
の
多
様
性
と
現
実
を
直
視

し
つ
つ
、
健
全
で
建
設
的
な
労
使
関
係
の

構
築
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

　

現
在
で
も
、
日
系
金
属
産
業
・
企
業
の

現
地
法
人
に
お
け
る
労
使
紛
争
は
、
ア

ジ
ア
地
域
を
中
心
に
依
然
多
数
発
生
し

て
お
り
、
当
該
地
域
の
イ
ン
ダ
ス
ト
リ

オ
ー
ル
加
盟
労
組
か
ら
、
日
系
企
業
で
の

労
使
紛
争
の
解
決
に
向
け
た
問
い
合
わ

せ
や
支
援
要
請
を
、
日
常
的
・
継
続
的

に
受
け
て
い
る
。

　

各
産
別
・
労
組
の
立
場
か
ら
も
、
現

地
労
組
と
の
日
頃
か
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
強
化
を
通
し
て
の
一
層
の
目
配

り
と
、
金
属
労
協
と
連
携
し
た
迅
速
か

つ
適
切
な
対
応
に
努
め
て
い
く
こ
と
が
肝

要
で
あ
る
。

　

金
属
労
協
と
し
て
も
、2
0
0
7
年
以 

降
「
海
外
で
の
建
設
的
な
労
使
関
係
構

築
」
を
テ
ー
マ
に
労
使
を
対
象
に
国
内
セ

ミ
ナ
ー
・
海
外
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施

し
て
い
る
。
国
内
で
は
22
回
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
で
は
9
回
、
タ
イ
で
6
回
開
催
し
て

き
た
が
、
今
後
も
経
営
側
の
参
加
体
制

を
強
化
し
な
が
ら
、
内
容
の
充
実
に
努

め
て
い
き
た
い
。

変
革
へ
の
挑
戦

　

金
属
労
協
の
最
大
の
強
み
は
、
国
際

労
働
運
動
と
国
内
運
動
を
相
互
に
連
携

さ
せ
る
こ
と
で
、
相
乗
効
果
を
生
み
出
す

こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

　

今
ま
さ
に
、
第
4
次
産
業
革
命
（
イ

ン
ダ
ス
ト
リ
ー
4

・

0
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
産
業
に
留
ま
る
こ
と
な
く
、
産
業
・
企

業
の
枠
組
み
を
越
え
て
社
会
全
体
に
多

く
の
変
化
を
も
た
ら
し
、
仕
事
の
質
や
意

味
合
い
が
変
革
し
て
い
く
こ
と
も
予
想
さ

れ
て
い
る
。
金
属
労
協
と
し
て
は
、
こ
の

変
化
を
む
し
ろ
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
働
き

方
改
革
や
生
産
性
向
上
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
。

　

第
4
次
産
業
革
命
が
、
経
済
・
社
会
・

雇
用
な
ど
に
、
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及

ぼ
す
の
か
に
つ
い
て
の
調
査
研
究
は
、
イ

ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
は
じ
め
様
々
な
国
際

機
関
・
シ
ン
ク
タ
ン
ク
・
研
究
所
な
ど
で

行
わ
れ
て
お
り
、
仕
事
の
未
来
、
人
を

中
心
と
し
た
考
え
方
、
労
働
側
の
関
与

の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
の
セ
ミ
ナ
ー
や

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
積
極
的
に
開
催
し
、
金

属
産
業
の
健
全
な
発
展
に
向
け
た
労
働

側
と
し
て
の
役
割
と
責
任
を
明
確
に
し

な
が
ら
対
応
し
て
い
き
た
い
。

　

最
後
に
、
我
々
の
行
く
手
に
は
、
多
く

の
課
題
が
山
積
し
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う

な
困
難
や
試
練
が
あ
ろ
う
と
も
、
金
属

労
協
に
集
う
5
産
別
の
力
と
英
知
を
結

集
す
れ
ば
、
必
ず
や
道
は
拓
か
れ
る
も
の

と
信
じ
て
や
ま
な
い
。

　

多
く
の
先
輩
達
が
、
労
働
戦
線
統
一

に
も
寄
与
す
る
こ
と
と
な
っ
た
金
属
労

協
を
結
成
し
た
意
義
を
し
っ
か
り
踏
ま

え
な
が
ら
、
明
る
い
未
来
に
向
か
っ
て
、

「
愛
と
信
頼
・
そ
し
て
勇
気
」
を
も
っ
て

頑
張
っ
て
い
き
た
い
。
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